
【現行法】

飲酒により「正常な運転が困難な状態」で事故を起こすと（刑法・危険運転致死傷罪適用）

【民主党案】

飲酒により「正常な運転が困難な状態」で事故を起こすと（刑法・危険運転致死傷罪適用）
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逃亡して飲酒検査を免れた場合

「正常な運転が困難な状態」
の立証が困難

「酒気帯び」の
  立証は比較的容易

＝

業務上過失致死傷罪５年（刑法）
＋

不救護罪５年（道交法）
の合併

最高懲役

7年６ヶ月

！「逃げ得」が生じている状況
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①酒気帯び運転等
　業務上過失致死傷罪
　の新設（刑法）
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飲酒検査を免れた場合
であっても

！ひき逃げ厳罰化
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①＋②
左記の併合罪

＊いずれも現行法通り

②不救護罪の法定刑を
　5年から10年へ引き上げ
 （道交法）


